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１．はじめに 

 太陽の大きさは太陽と地球の距離が変化す
るため、一年間で約３%変化する。 

 そこで私たちは、「一般的な機材で同じような
事が出来ないか」と思い、約１年間普及版デ
ジタル一眼レフを使用し、太陽の見かけの大
きさの観測をしてみた。 

 



２．方法 

次のような方法で私たちは調べてみた。 

①太陽の撮影 

   太陽が出ている日に外に出て、太陽をデジタル            

   一眼レフで５枚ほど撮影。 

②太陽の大きさを計測 

   2010年3月16日～2011年1月3日までの太陽の 

   大きさを計測し、データ化。 

③データの確認・整理 

   露出オーバーやピンぼけなどにより大きさが読み取り辛い 

   データを取り除く。 

④グラフの作成 

   撮影した日数と太陽の大きさのデータを使いグラフ化した。 

   気流がよくない日や雲の影響で測定にばらつきが大きいデータをのぞいた。 

 

機材 望遠鏡 ＢＯＲＧ４５ＥＤⅡ  減光フィルター ＮＤ４００を２枚 

    デジタル一眼レフカメラ  ＰＥＮＴＡＸｉｓｔＤＳ２ 



３．太陽の大きさをピクセルから分角に変換する 

 

 

              

70cmの物体を 

82m離れた所から撮影 

 

70cm 

 

82m 

0.4845°= 29.0700′ 

見かけの角 

0.4845°= 29.07′ 
であった  

画像上では 

70cmは494.68pixel 

であった 

１ｐｉｘｅｌの分角への換算は 

29.07÷494.68 = 

0.0587653′/ pixel 



４．結果 

太陽の見かけの大きさ
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観測初日は２０１０年３月１６日。エラーバーは標準偏差を表す。 



５．考察 

 

 

 

・遠日点を通過する７月はじめ（通算１０７日）に極小値 

・近日点を通過するの１月はじめ（通算２９２日）に極大値 

・大きさが約3.4%変化した 

 

 

普及タイプのデジタル一眼レフでも 

十分太陽の大きさの変化が捉えられる 



６．まとめ 

 今回、このような研究をしたことにより、太陽
が１年で見かけの大きさが変化していて、そ
れが約３％変化していることなど、観測を続
けてきた１年でとても多くのことを学ぶことが
出来ました。 

 また、仲間同士で協力することも活動していく
なかで、とても重要だということも学べたと思
います。 
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